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ンター  (」AR R3)

平成21年 (2009年)の 新春を迎え 選んでお慶びを申し上げますとともに 旧■中に皆様から頂きました財 ¬法

人日本自動車研究所審査登録センター(lARl RJ)ヽのビ厚情 J支援 ご協力に対 しまして ,く 御イ[申 し■ ナ

ます

昨年 ,年末l● 例の-11を 一字で表す漠字が「変Jで ありましたように 種´の激変|'生 した一年でした 特

に 経済 =つ
いては百+に一度の金融危機 と言われるほどの波展に,ι 舞われました 比較的に安定感のありまし

た 日本経済についても 咋11秋以降 よ目を種 うばかりの惨状となつてお ,ます この影攀は当審査登録センター

に 1,及んでおり 厳 しい経苦状況とな・
,て お ,ま す 世界各国で講 じt,オして,｀ 7● 早急な

'1策

が効果を発揮 し 本

11は急速な景気回復となりt,こ とを折らず =liお
|.れ ません

こうした中 マネシメントシステムの認証に当た /● ものとして|ま 有効性の向上
`つ

ながる蓄査を行つてい

くことが 受審者の特様に最も重要であると考え 最大限の努力を継続 していく所有て.Fり ます 2006年 ,月 に

発● した 認証 (常 査苓録)機関が従 うIヽ。
'021や

昨年 11月 に発行 した Oヽ'001の 2003年 追補改正版では有効社
の構点が随所に盛 り込まれるなど マネジメン トシステムの場効性審査については 国内外で注日|・ 集まつてき

てお ります 我々はその先頭 t立って 皆様方に効果のある特査を進めてまいりたいと考えてお ります

経線 ,低迷 し lSO難持活動
`1,少

なから十影鷲があるとは思いますが 当審査登晟センターて ま 皆様のビ

意見をし,,カ リ踏まえ 審査を通 して皆IIのお役 t立ちたいと考′てお ります 短問 質問なんでもぶつけてい

たださ 共に悩み 共に前進 していきたいと思いますのでよろしくお願いします

新年のビ挨拶

本年も■檬方からのゴ指導 I●姜 ご協力を闘りますようお願い中し上十fますと共に 皆ll方 のよリー層
のご活躍 ゴ発展を,念 いたしまして 新年のご撲拶とさせていただきます

財団法人 日本自動市研究II 常務却事

審査登録センター し級経営管理者

黒田哲平
新規螢録 (環境 )

登録番
=

登録 日 登録者名 登録範囲

UIIR07,6 2008 12 12 株式会社福島用賀精工社 産業用電気機書のプリント板及びユニット等の組立

登録拡大 (環境)

登録番号 発効 日 登録者名 登録範囲

UIIP0006 2000 125 札幌 トヨペッ 略 式会社 恵庭店 千歳店の拡大

0■譲0'53 2∽8 125 トヨタエルアン ドエフ福岡株式

会社
久日米曽業所 鳥栖曽桑所 佐賀曽業所 唐津曽葉所の拡大

U想052 2008 12 12 ネッッ トヨタ神奈川林式会社
センター lι 店 池辺店 東名横浜店 横浜

=春
台店 泉立場

店 港南中央店の拡大

u■no2o, 2∞0 12 19 アイシン高丘株式会社 エイティーアグリー株式会社の拡大
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登録番号 発効 日 登録者名 登録範囲

UA[R0611 2008 1226 協栄木工株式会社

登録範囲の変更

‖8)家財道具及び家庭用電気製品の製造

(新)本工製品の製造

登録更新 (環境)

登録番号 更新 日 登録者毛 登録範囲

UAER00bl 2003 12 26 トヨタ自動車株式会社
堤工場

自動車の製造

UA[R0002 2003 12 2t 株式会社 デンソー
姜屁製作所

スタータ及びオルタネータの製造

OA[ROlt` 2003 12  1` 株式会社CKF 自動車用計暑 機器製品の製造

OA[ROt06 2008 12  1` 八千代工業株式会社
四日市製作所

自動車の製造

OAERO,,, 2,“  12  1` トヨタ自動車東北株式会社
電子制御ブレーキ 電子制御サスベンシヨン及びアクスル等の自

動軍部品の製造

JA[R01`0 200=  12  1` 日産車体株式会社
商品開発部門

国内生産 自動車の商品開発業務

OAEЮ  I`| 2,0`  12  20 株式会社ケーヒン
岩手工場

EGR六ルフ センサー等の自動車部品の製造

OAEЮ  142 2tOt  12  20 三菱ふそうトラツク ′`ス株式会社
生産本部

トラック ′`ス及びそれらのコンポーネントの研究開発並びに製造

UA[Ю 144 200= 12 26 株式会社サーテックカリヤ 奎颯加工品の豪面処理

JAER01`, 200` 12 20 GAC株式会II
空調機器製品 住設用製品の設計及び製造

自動車用部品の製造

UA[Ю 146 200` 12 26 トヨタ紡織九州株式会社 シート ドアトリム エアクリーナーその他自動車部品の製造

uA[m165 2ooe 12 22 株式会社東海理化電機製作所

自動車用各種スイッチ¬ ネク,一 キーロック シートベルト エア

バッグ ステアリレグホイール シフトレ六― ェレクトロニクス応用

製品等の開発 製造

JAERO1 6 200S 12 6 イツミエ業株式会社X
工作機械の開発 設計 製造 販売 及び自動車部品の製造

r,iT爆■i大

UA=R04,, 200, 12 , 寺村工案株式会社 自動車用スブリングUボルト及びその他特殊ボルト等の製造

OA[Ю
`18

2008 12 6 株式会社メタルワシ菱和 鋼板の剪断加エ

UAER04,, 20,8 12 1, 三協グルーブ イヽ牧事業所※

自動車部品 電気機器部品 農機部品 住宅機器部品 特殊作

業車 誦装用車両機械装置の製造及び販売 納入

三協株式会社 4章物流センターの拡大

JAE Ю 120 200` 12 13 アイコクアルフア株式会社
自動車 航空機及び機糀用の冷間鍛遺及び切育1加工による部品

製造

OA[m422 2008 12 13 秋田工業株式会社 自動車用部品の製造並びに治工具の設計及び製造
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登録番号 更新 日 登録者名 登録範囲

UA=R042` 2ooe 12 22 井原精機株式会社

ステアリング部品 エンジレ部品 トランスミッション部品 サスベン

ション部品 アクスル部品及びブレーキ部品等の 自動車部 品並び

に晨機具部品の製造

Uム
=R∝

26 2ooe 12 22 札幌トョタ自動車株式会社 自動車の販売 整備及び修理

OAE R042, 2∞9  12  22 中店スプリング株式会社
自動車関連の薄板ばね製品 止め輪製品 ファィンプランキング

製品並び
=一

般ブレス製品の製造

OA=RO120 20“  12  22 株式会社丸栄
鉄スクラップ加工 産業屁薬物中間処理 使用済み自動車処理及

び産業F● 葉物収集運搬業

JA[R0680 2om  12  2 株式会社実浜工業※
オートパイ他車両用部品の,0工 組立及び浄水器組立

浜北サイトの拡大

uA=m6=| 200` 12 2 株式会社日野ヒューテック 人材派遣 施設管理及び設計業務請負 管理

UA=R0602 2008 12 2 株式会社上進メタル
手 1第二鵞庫

廃案物の収集 分別及び販売

Uム
=R068`

2∞0  12 , イテイ産業株式会社
ホロエ場

鋳鉄製品 姜物型 廃機械■の回収及び再資源化

OA[R0086 2∞3  12 22 国産機械株式会社 自動車用金属部品製造

OAER0686 20“  ,2  22 株式会社深谷製作所
フオークリフト用アタッチメント 車体部品■び自動倉庫走行フレー

ムの製造

登録拡大 (品質 )

登録番号 発効 日 登録者名 登録範囲

U☆OR∞00 2om 12 16
日産車体マニュファクチュアリ
ング株式会社 平塀東地区東八幡工場1神奈川県地区東八幡工場 1神奈川県

新和工業株式会社と株式会社テクフヒラタの企業合併に伴う 登

録移転による拡大(下線部が拡大工場等,

(登録範囲)

自動車用金属製品部品及び樹脂成形部品の製造

本社 1神奈I県平塚市長瀞2番 15号

平爆東地区本社工場 1神奈川県平塚市長静2番

`号平塚東地区堤工場|■■川県平塀市場町4`
平塚市東八幡5 0e

平塚西地区 日産車

`1地

区工場補内 1神豪川県平塀市天沼1● 1

平塚西地区官松工場 1神奈1県平塚市宮松町12 =
楽野地 区豪野工場 1神奈川県秦野市書提60番地

秦野地区 日産重体乗野工場構内 1神奈川県養覇市堀山下233

京都地区 1京都府宇治市大久保町西ノ端嗜 地 株 式会社オート,―

,ス 京都内

更新登録 (品質)

登録番号 更斬 日 登録者名 登録●・ 囲

」☆OR∞38 2000 12 16 株式会社ニッパ ラジエータキャップ等の自動車用プレス部品の製造

U,OR0000 2008 12 16 アイシン辰栄株式会社
自動軍用部品 (車体外装部品 車体機能部品 及び
ガスヒートボレブ部品の製造
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登録更新 (品質〉

登録番号 更斬 8 登録者名 登録範囲

U′OR01 6 2008 12 20 株式会社アルテクナ※

下記製品の受託設計及び受託設計 製造

1 意匠 2 機構設計開発 e 構造解析尋の解析 4
電気 電子設.I開発

名古屋事業所の拡大

」☆OR01 16 2om 12 2o 旭自動車工業株式会社
自動車及び鉄道車両用外板部品 設備付帯板金加工部品の製

造

J☆CЮ 11' 2008 ,2 20 隆祥産業株 式会社

グ●―パル事業部

自動車用プレス部品 潜接部品の製造

産業用設爛機響の熱交換ユニットの製造

クリーンルーム用除塵ユニッ トの製造

家庭用 業務用エアコン架台の製造

※イ,最泄織の■人を含む

今録情

"の
詳細はユil昭 すよ・  シ 1、 ,|■Ⅲ

… ,● � rti。つ を●参照 ドさい

環境関連法規等の動き

` 03/′

′/″～0ク ,2′7θ ,

(Ⅲ■審小委 キ環需部会●,今 司会議 自主行動計
'フ

′Ⅲ アンブ専門委員会 201=1203
1 200'F■ の評価 検証の対象 よ39業ヽ に 業 エネ′。キー転

“

●W8業種 業務t[門 11業種)

を10=■■ |' (社 )E本 ビ財車工業会 (社 )日 本自動市市体■業会 ■1主行動計画を統合 今 ヨで計価 検,「

2 全体概要

目標き成業種は1哄ヽ ‖標未磨戌業種 ま2,業■ (自 動Ⅲ 自動車部品 白t暉宣l■ ttt,

=02づ
|口 最ll`|=哄薔中の2畔種(aたりIH量が増力]原発計1肯■,「■低下や生産量増

"嘔
鷲台む

200,■ ,I部 ||,サt02排出量のi岐 (υl出 量いl_|万■「 02'

部llら 2¨1年度 0,¨年1“ ■●年 ■

●″」ド■■

■ 減

`,11出
■ t¨サ「 ■¨年比 華

(■ )

工 ,ヽ● キーにな511
` 11, , `,1 ` `●

2 ,`●  : ,ヽ  | i ,1' , ヽ ′,= t

置皐輛1 , t`, 1,, 0 21 ▲,,` ` ▲| , ,| 0ヽ2 1 ,, 1', ,

半青輛 F ,`, ,, , | ,
`|●

 ` , , , ||` , ,24 ,

イ, ,1ヽ  , , ,J● ,ヽ 2 ,ヽ, , イ, ,| ●

`1 
●剪  ヽ

自動車 自動車部品 自動市市
「

業種の進捗状■の概要 (200,1:度 実績,(り1出量it位 |万1102)

1標籠伏 I●
■ 1

日ド

^林
{■ ,

21● 1年度実績 1基 準年ヽ比|

|● 1,■●年度

実績
`爆

黎キ■比 )

`曖
II出長

●―∞J
(2●11年度)

●力 |■ 量

|,1■ 1比 ,

て,2〕1出 11

(木

“年質北 ,

日十日●や ●美t
日■3動0,4■葉 `02JI山

希 1,'' ▲′
'ヽ

▲ 2, S 肯 t:会 ▲2,`=,
,■ 会   ,ヽ `,t

, ▲
`, ^

▲,: ヽヽ

,02111出 最

`0211出
■■住

,,● | ▲ ,ヽ

▲,ヽ

12 1A I▲  ヽ:ヽ十

▲ 2ヽ ハ 1ム211,I

il, , ,ヽ 12 ,ヽ

=ボ
産工車両連会 t12J11■ 1",

^:¨
1, ,ヽ 1 `(" i` 1, 1ヽ t, 1ヽ

3 2008年 2ヽ012年■のC02JIに量サし込み値■rに雌してのll iう の基涯

生産■致ほ 各社の2018■―■12年度の中期生産計画 (禁)を I・ ‖する

rn2ゃ 1出 ■ ■ 2oO,11■各社実績を栞準とする

電気換算係苺は '動係政をtiする

※そう他 , iC02の 増

'1要

因のIlだならびに11減対策の推定

102増力]要因の推定の工施 に 輌用分 設備増強 環
=対

応 =よ るもの)

2003年 ～2012年削減

"策
・ 1推定 (コ ジェネ 1家発等エネルギー■綸側とit用側対策 燃卜1転換等)

● 目標達成に向Jた各種業昇 (Ю業界,,,製 :1開発による運動 ∫門^の ■紙
"事

■
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I公官卓導入 エコ トライ

'■
掟

繋当栞準達成単の早サ■人
バイ■然llの導入や

'ソ
リン 軽絆

`,サ
ル ,ァ フリー化

1動車月ll■ けの高社能イヒ
`よ

る●1転 トルク低減と軽量化 自動車月高強質鋼板の製造 エコタィlJ化■ヽ■
製造■炭素糧f,に よろⅢ量′ヒなど,‖や製品軽量化などのユ ,組み

= ■
`す

る今後のヽ力要..

+せ成峯種 ti日 標に成を促す

こ成業洒 =■来年■IⅢ討される日本ので,,ビ量サし通 しを踏まえて現実績●以上 ,,「 標JLずを1:す
0 京輌,メ カ‐ズム●,「用について

(社

'1本
自動車上峯会 (社 )日 本 Jt世査体ェ業会では ]標達成 ■・lた と考えてお , IF川 ま不要との考え

参考  011業種が,8メ カ‐ズムクレジットを取■予定  (電気 |「 tl●
=―

|●2 欽卸 |=90,万 ,ヨ1,2)

●電気撓算保故は,Iとすること:あ る

「グリーン購入法に保る特定調達品目及びその判断の基■等の見直しの概要 (案)Jに関するパブコメ募集について

(環境省 2001ピ 1:)

意見
=集

期間 |を00=12,,か ら200,ol ttま で
1 ■ピー用無に係る|1晰の .・ ■を,め  ●50品 Hが見直き1■■
2 ■ピー用紙 ,,サ

`百

1について

古紙,最蜃●・ 1用 よ整持しつo 森林認市III 間伐‖ 未オリ‖材
= 

乗■に■意 した,‖ 1,限定巾に¬り|て きる
こ七とする ●こ質■ iヽ

'量
(紙の■生面積当た ,の [■)を加,た総合評価指標を導入

',/感
卸 [を ■ドか :,1除

「カーボンフットブリント制度商品種別算定基準 (PCR)策 定基準 (案)Jに対するパブコメ募集について

(経済産業省 2008 21F)
意地,■期間 ‐200= 2 i=ら 20o,ol 13ま で
F,情 報 : 職 炭素¬会うく,行動,直  (米 20,=o129の 閣議,t)を 受 | カーボンフッ トプ リン 嗣 ■の構築

に向けて 「カ ボンアットプリン ト11■のあ ,● =ついて (指針)J こ綻さ  カー■ヽンフン｀アツン ト
詢責品 1種 :サ 算定基準 (PCR)策 定基準Jめ検||を 1,え |う とtている

参‐ カー■:ン フントンプリン トとはF.l品  サービスの原材料訓
==ヽ

:,電妻 ,サイクルに至るまでのライツサイク
,'全体を涌 してり1出 される温三効果ガスの|1出 量を地ヽ■暖化 =与える影■のi度 にt,C02相 当■に換算 し
て 当該尚早及御 ―ビス

`前
■な方法で分か ,やすく,ヵ すヽる十組みの事をいう

法令情報

権 経 判 別¨ ●

1 改I内容について

特定
=亡

|‖ 機器に薇品式ム i)プラズ‐式テ レビジョン受信神
'び

に衣場乾蝶機を力!え る
■定

=国
:機器Ⅲ棄物に電気t確成及び衣類乾爆性が廃菜物 =な・

.た て,0を力]え る 当該廃築物にはキだ勒質年
,,」11 破最いがtめ ら し́た

2 再商品イヒ等の基笙

エアコンデ ィショナー 1 00分
`,70(従

来値 .1,%)
液出ム及び ブラズヤ式テレビジ●ン受信機 (斬設)1 loo分

"501ブ
ラウン常式 :65%)

電気冷蔵■ 電気冷凍庫 . oO分の60(従来値 ‐5o%,
電気洗濯性 衣

“

に燥機 (新設)1100分の65{従●-1■ 61%)

1 指f社‐  「地球温暖化対策・●推進 こ間す /.=梓 (平成10年ツ:常第■七
「 号 第 |十一条)Jにおづき 事業を

が事業′,用
=供する設備について必要な事項を定め,1,●|てヽろ

2 定められた項目と内容肯子 こつい て
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